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№ 款名称 
事業実

施課名 
経費名 事業名 

決算額 

（千円） 
事業内容 事業効果等 

1 教育費 生涯学

習課 

社会教育総務

一般経費 

夏期大学事業委託 3,000 軽井沢夏期大学事務局へ、第 71回軽井

沢夏期大学の事業運営委託 

８月２日から４日の３日間、「日本列島人の起源」を

テーマに著名な講師６名による講義と、英会話ゼミナ

ールを開講し、教養と文化の向上が図られた。 

（受講者延べ1,308名） 

2 教育費 生涯学

習課 

社会教育総務

一般経費 

社会教育施設個別

施設計画 

7,140 生涯学習課所管の社会教育施設（公民

館、図書館、博物館施設等）の長寿命化

の個別施設計画策定委託（令和元年度及

び２年度の債務負担） 

「インフラ長寿命化計画」に基づき、効率的・効果的

な老朽施設の再生によるトータルコストの縮減・予算

の平準化を図るため個別施設計画を策定するにあた

り、初年度の令和元年度においては、各施設の状況を

個別に調査し、令和２年度での計画完成に向けた取り

組みを進めることができた。 

3 教育費 生涯学

習課 

大賀ホール委

託他事業経費 

春のコンサート他

委託 

18,833 

 

‘19春のコンサート委託８公演及び‘20

春のコンサートポスター・チラシ・プロ

グラム作成業務委託及び新聞・雑誌等広

告業務委託 

春のコンサートを通じて、町内における音楽鑑賞の確

保及び音楽文化に対する意識の向上を図ることができ

た。 

4 教育費 生涯学

習課 

大賀ホール委

託他事業経費 

公益財団法人軽井

沢大賀ホール運営

費補助 

101,207 

          

軽井沢大賀ホール運営費補助 

秋・冬のコンサート事業や町民音楽祭、

ファミリーオーケストラ・少年少女合唱

団の指導等音楽文化育成事業 

各種コンサートの開催や指導者による育成事業を通し

て、音楽文化に対する意識の向上を図ることができた。 

5 教育費 生涯学

習課 

公民館維持管

理経費 

中央公民館トイレ

改修工事 

 

7,348 本館及び大講堂トイレ改修工事 トイレは和式から洋式へ、洗面台手洗いは手動から感

知式へ改修したことにより、利用者の利便性向上と衛

生面の改善が図られた。 

6 教育費 生涯学

習課 

公民館分館活

動経費 

分館事業委託 

 

3,497 24分館における分館活動事業委託 

（子ども育成事業、伝統行事、講座開催

等159事業） 

生涯学習や生活文化・芸術の自主的な活動を支援し、

地域コミュニティの形成及び推進が図られた。 

7 教育費 生涯学

習課 

公民館分館活

動経費 

旧軽井沢公民館建

築基本設計委託 

 

3,828 旧軽井沢公民館建築工事の基本設計委託 旧軽井沢公民館建築のため、旧軽井沢区と協議を重ね、

地元要望を盛り込んだ建築基本設計を作成することが

できた。 

8 教育費 生涯学

習課 

図書館総務一

般経費 

図書購入費 5,955 新刊図書（3,218冊）、ＤＶＤ（18本）

の購入 

 

利用者の声を聞いた図書や地域資料を購入すること

で、蔵書の整備が図られた。 
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№ 款名称 
事業実

施課名 
経費名 事業名 

決算額 

（千円） 
事業内容 事業効果等 

9 教育費 生涯学

習課 

図書館総務一

般経費 

ＯＡ機器・ソフト

ウェア保守委託 

3,662 図書館システム機器類の保守委託 システム機器等のトラブルを最小限に抑え、図書館業

務が遅滞なく遂行できるようシステム正常稼働の維持

が図られた。 

10 教育費 生涯学

習課 

図書館総務一

般経費 

アーカイブシステ

ム使用料 

2,224 アーカイブシステムの使用料 地域資料をデジタルアーカイブ化することにより、貴

重な町の文化遺産の保全と次世代への継承を図るとと

もに、インターネット上で公開することにより、資料

に接する機会を住民に広く提供できた。 

11 教育費 生涯学

習課 

郷土館   

維持管理経費 

エアコン 

 

2,624 企画展示室 ２台 

図書室 ２台  

適正温度に保たれたことから、企画展示室内の展示資

料の劣化が防止され、図書室の利用者の利便性が図ら

れた。 

12 教育費 生涯学

習課 

文化財保護維

持管理経費 

室生犀星記念館他

改修工事 

13,268 室生犀星記念館３棟、延べ床面積 110㎡

及び外構の保存補修工事 

(平成 30年度及び令和元年度の債務負

担) 

 

各建物の劣化部分の補強・復原工事を行うことにより

建物の保存と長寿命化が図られた。 

屋根は柿葺きを現状のまま極力残し銅板葺に、杉皮張

りは補強するなど、意匠的価値を損なわない工事を行

うことにより建物の文化財的価値の向上が図られた。 

13 教育費 生涯学

習課 

重要文化財修

理・防災事業

経費 

(国補)旧三笠ホテ

ル建造物保存修理

工事(第１期分)設

計監理委託 

3,944 重要文化財旧三笠ホテル建造物保存修理

工事(第１期分)に係る実施設計委託及び

工事監理委託 

昨年度実施した破損調査・修理計画に則した実施設計

を行い工事の準備ができた。また、実施設計内容に則

した工事が適正に進められるよう工事監理が行われ

た。 

14 教育費 生涯学

習課 

重要文化財修

理・防災事業

経費 

(国補)旧三笠ホテ

ル建造物保存修理

工事(第１期分) 

6,215 旧三笠ホテル１棟 木造地上２階 

延床面積 1011.81㎡ 保存修理工事

(第１期分) 

・仮囲い組立・現場事務所設置・仮設通

路整備 

・支障木伐採・移植工事 
・倉庫石階段解体・遣り方工事・看板移設 

・カーテン撤去工事 

旧三笠ホテルの保存修理工事のための仮設・解体工事

を、実施設計に基づき、計画的に実施することができ

た。 

 

 


